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横
穴
式
石
室
古
墳
に
お
け
る
複
室
構
造
の
形
成田

富

士

雄

一
、
問
題
の
所
在

五
世
紀
前
半
代
に
導
入
さ
れ
た
横
穴
式
石
室
は
、
わ
が
国
の
古
墳
時
代
文
化
を
前
後
二
期
に
大
別
す
る
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
。
わ
が

閣
で
横
穴
式
石
室
が
最
初
に
に
登
場
し
た
地
域
は
北
九
州
の
玄
海
灘
に
面
し
た
筑
肥
沿
岸
地
域
で
あ
っ
た
。
福
岡
県
・
丸
隈
山
、
佐
賀
県
・
横

田
下
の
両
古
墳
は
そ
の
初
期
に
位
置
ず
け
ら
れ
る
著
名
な
例
で
あ
る
。
そ
の
後
、
五
世
紀
後
半
代
に
な
る
と
北
九
州
各
地
に
横
穴
式
石
室
が
採

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
古
式
横
穴
式
石
室
は
す
べ
て
単
室
で
あ
っ
て
、
入
口
の
両
側
に
短
い
石
積
み
の
壁
を
築
い
て
、

一
種
の

前
庭
の
如
き
も
の
を
つ
く
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、
六
世
紀
後
半
代
に
な
る
と
北
九
州
各
地
に
普
及
し
た
横
穴
式
石
室
古
墳
に
は
前
後
二

室
を
設
け
、
羨
道
と
称
さ
れ
る
通
路
を
附
設
す
る
タ
イ
プ
の
も
の
が
み
ら
れ
る
。
横
穴
式
石
室
古
墳
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
複
室
構
成
は
い
つ

項
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
存
す
る
後
期
古
墳
は
古
く
盗
掘
さ
れ
て
閉
口
し
た
も
の
が
多
い
。
従
っ
て

古
墳
の
年
代
を
正
確
に
位
置
ず
け
る
基
準
と
な
る
副
葬
遺
物
は
不
明
の
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
上
述
の
よ
う
な
問
題
を
究
明

す
る
た
め
に
、
比
較
研
究
で
き
る
遺
物
を
も
っ
た
北
九
州
地
域
の
古
墳
を
え
ら
ん
で
数
年
来
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
本
稿
は
こ
の
問
題
に
つ
い

て
現
在
ま
で
に
到
達
し
た
成
果
と
、
古
墳
文
化
期
に
し
め
る
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
よ
う
と
思
う
。

二
、
調
査
の
実
例

川
福
岡
県
・
王
塚
古
墳
（
嘉
穂
郡
桂
川
町
寿
命
）

（第
4
図）

国
鉄
筑
豊
線
桂
川
駅
の
北
方
、
金
比
羅
山
塊
の
麓
に
発
達
し
た
洪
積
台
地
上
に
あ
る
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。

昭
和
九
年
こ
の
土
砂
を
採
掘

横
穴
式
石
内
主
白
墳
に
お
け
る
複
室
構
造
の
形
成
（
小
田
）

j¥ 



横
穴
式
石
室
古
墳
に
お
け
る
複
室
構
造
の
形
成
ハ
小
問
）

中
、
石
室
の
一
部
を
破
壊
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
気
付
か
れ
、
室
内
壁
面
に
華
麗
な
彩
画
が
描
か
れ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
一
躍
有
名
に
な
り
、
国

二
八
二

い場~
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指
定
史
蹟
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
発
見
当
時
福
岡
県
か
ら
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
、
つ
づ
い
て
そ
の
重
要
性
か
ら
京
都
大
学
考
古
学
教
室
の

調
査
が
行
わ
れ
て
詳
細
な
研
究
明
恨
ん
何
日
円
が
活
表
さ
れ
て
、
今
日
で
は
学
界
者
名
の
古
墳
と
な
り
見
学
者
が
跡
を
た
た
な
い
時
況
で
あ
る
。

石
室
は
問
問

l
北
京
の
主
軸
方
位
を
と
る
後
円
部
中
央
に
あ
っ
て
北
西
く
び
れ
部
に
閉
口
す
る
綴
穴
式
石
室
で
あ
る
。
発
見
当
時
、
前
室
側

壁
上
方
を
掘
聞
し
た
の
で
、
今
日
に
至
る
ま
で
入
口
は
積
石
で
閉
議
さ
れ
た
ま
ま
の
状
態
が
保
た
れ
て
い
て
外
部
の
構
造
は
未
調
査
で
あ

る
。
石
室
内
の
構
造
、
装
飾
、
遺
物
に
つ
い
て
は
報
告
書
に
く
わ
し
い
の
で
概
要
を
述
べ
る
に
と
ど
め
る
。
石
室
は
二
室
か
ら
構
成
さ
れ
、
主

室
は
前
後
四
・
二
米
、
左
右
幅
三
米
の
長
方
形
0

フ
ラ
ン
を
な
す
。
三
面
を
構
成
す
る
壁
面
は
各
一
枚
の
花
筒
岩
巨
石
を
立
て
、
そ
の
上
に
横
長

い
割
石
を
迫
持
式
に
小
口
積
み
に
構
架
し
、
床
面
か
ら
三
・
六
米
で
一
枚
石
の
天
井
に
達
す
る
。
奥
壁
の
中
途
で
は
床
面
か
ら
二
米
余
の
と
こ

ろ
で
左
右
に
梁
状
に
か
け
渡
し
た
石
棚
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
前
室
と
の
聞
に
は
花
闘
岩
の
袖
石
を
左
右
に
各
一
枚
立
て
、
上
に
方
柱
状
の
楯

石
を
渡
し
て
、
そ
の
上
に
小
窓
を
設
け
た
の
ち
に
天
井
を
受
け
る
特
異
な
構
造
を
示
し
て
い
る
。
前
室
は
幅
は
主
室
と
大
差
な
い
が
、
天
井
ま

で
の
高
さ
は
主
室
の
約
半
分
、
長
さ
は
二
米
で
前
方
が
積
石
の
閉
’
器
壁
と
な
る
。
左
右
壁
は
主
室
の
よ
う
な
立
石
（
腰
石
）
が
な
く
、
床
面
か

ら
天
井
ま
で
割
石
小
口
積
み
で
あ
る
。

両
室
を
通
じ
て
壁
石
の
空
隙
は
粘
土
で
充
填
さ
れ
て
い
る
が
、

主
室
の
方
が
前
室
よ
り
入
念
で
あ

る
。
閉
塞
壁
は
下
半
部
で
は
粘
土
の
充
填
が
み
ら
れ
壁
面
も
小
口
面
の
出
入
を
そ
ろ
え
た
よ
う
な
配
慮
が
み
ら
れ
る
が
、
天
井
附
近
で
は
や
や

雑
で
内
部
仕
上
げ
の
後
、
最
後
に
こ
こ
か
ら
外
部
に
出
て
ふ
さ
い
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

主
室
で
は
奥
壁
沿
い
に
石
屋
形
を
設
け
、

二
体
合
葬
の
棺
床
、
が
据
え
て
あ
る
。

そ
の
前
面
左
右
に
は
各
一
個
の
燈
明
石
が
添
え
ら
れ
て
い

る
。
彩
色
の
装
飾
は
主
室
に
施
さ
れ
、
三
壁
面
を
構
成
す
る
腰
石
、
石
屋
形
に
は
三
角
形
を
碁
盤
目
風
に
配
し
、
そ
の
上
、
左
右
両
壁
と
前
壁

に
は
靭
、
大
刀
、
楯
が
二

t
三
段
に
並
列
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
燈
明
石
、
前
室
正
面
に
は
靭
、
双
脚
輪
状
文
、
蕨
手
文
、
騎
馬
人
物
な
ど
が

描
か
れ
る
。
小
口
積
み
し
た
割
石
の
壁
面
に
は
星
文
を
あ
ら
わ
す
と
み
ら
れ
る
珠
文
が
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
彩
色
に
は
赤
、
緑
、
黒
、

黄
の
四
色
が
巧
み
に
配
合
さ
れ
て
い
て
石
室
内
を
荘
厳
に
す
る
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

横
穴
式
石
室
古
墳
に
お
け
る
復
室
出
偽
造
の
形
成
（
小
田
）

二
八



検
穴
式
石
室
一
古
墳
に
お
け
る
複
室
構
造
の
形
成
ハ
小
田
）

二
八
四

副
葬
品
に
は
主
室
か
ら
装
身
具
（
金
銭
・
銀
鈴
・
管
玉
・
丸
玉
・
小
玉
・
切
子
玉
・
資
玉
）
、
鏡
（
変
形
半
円
方
形
帯
神
獣
鏡
一
）
、
武
器

武
具
（
直
刀
・
刀
子
・
鉾
・
鉱
・
埜
甲
）
、
馬
具
（
鞍
金
具
・
鎧
・
轡
・
杏
葉
・
辻
金
物
・
鉄
具
な
ど
）
、
前
室
か
ら
土
器
（
土
師
器
甜
一
・

。

10 

くえしみ
に」グ

flコ
バ「
仁工三〉

九一J
同
蓋
杯
四
・
須
恵
器
蓋

杯
一
・
同
杯
一
二
）
、
封

土
中
か
ら
須
恵
器
（
台

付
盛
二
・
高
杯
一
・
提

瓶
一
・
紺
一
）
、
塘
輪

近主（
蓋ぷ円
頭三筒
部埴
が輸
莞の
見ほ
きか
れ最

た
）
が
発
見
さ
れ
た
。

こ
の
古
墳
の
年
代
を

知
る
最
も
よ
い
手
が
か

り
は
前
室
及
び
封
土
中

器よ
、り

土発
師見
器さ
のれ
類た
で、ー須
ι恵

近
年
急
激
に
進
展
し
た

土
器
研
究
の
成
果
に
照

し
て
須
恵
器
一
細
年
の
第



E
期
に
比
定
さ
れ
や
｝
土
師
器
も
ま
た
見
高
期
と
さ
れ
る
特
徴
を
よ
く
示
し
て
お
り
、
そ
の
前
半
代
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
両
者
の
組
合
せ
か

ら
六
世
紀
代
中
葉
頃
に
こ
の
古
墳
を
位
置
ず
け
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
他
の
副
葬
品
と
合
せ
て
も
無
理
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
九
六
五
年
二
月
、

王
塚
古
墳
保
存
施
設
の
改
修
に
際
し
て
桂
川
町
教
委
の
依
頼
を
う
け
、
従
来
不
明
の
羨
道
部
を
調
査
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
た
。
諸
種
の
事
情
か
ら
三
日
間
で
前
室
右
壁
側
の
延
長
を
調
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
主
塚
古
墳
石
室
構
造
の
全
貌
を
ほ
ぼ

う
か
が
う
に
足
る
資
料
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
乃
ち
、
左
壁
は
閉
塞
積
石
面
か
ら
一
・
五
米
ま
で
延
長
さ
れ
る
が
、
左
壁
の
石
積

み
は
次
第
に
逓
減
さ
れ
る
。
従
っ
て
プ
ラ
ン
に
お
い
て
前
室
と
該
道
の
区
別
は
袖
石
を
立
て
る
な
ど
の
よ
う
な
特
別
な
施
設
は
な
く
、
立
面
に

お
い
て
前
室
天
井
石
の
は
ず
れ
に
閉
塞
積
石
を
積
み
あ
げ
て
区
別
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
閉
塞
積
石
は
外
側
に
控
え
積
み
の
如
き
構
造
も

な
く
、
積
み
石
聞
に
粘
土
を
つ
め
て
固
着
を
は
か
り
、
外
側
を
土
砂
で
埋
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

(2) 

福
岡
県
・
箕
田
丸
山
古
墳
（
京
都
郡
勝
山
町
箕
回
）

（第
3
図
上
）

豊
前
京
都
平
野
の
西
南
奥
つ
き
の
箕
田
部
落
内
に
丸
山
古
墳
と
称
さ
れ
る
前
方
後
円
墳
が
あ
る
。
ほ
ぼ
南
北
方
向
を
と
る
こ
の
古
墳
は
、
以

前
か
ら
後
円
部
に
商
に
開
ロ
す
る
単
安
横
穴
式
石
室
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
偶
々
一
九
五
一
年
八
月
末
に
地
主
の
故
丸
山
仙
之
助
氏
が
東
側
の

前
方
部
側
面
を
採
土
中
石
室
に
掘
り
あ
て
、
入
口
の
閉
塞
積
石
を
除
い
て
変
形
五
獣
鏡
一
面
を
は
じ
め
万
剣
、
槍
、
鍛
、
馬
具
、
玉
類
、
須
恵

器
、
砥
石
な
と
か
｝
発
見
し
た
。
な
か
に
金
銅
製
透
彫
鞍
金
百
六
や
金
銅
製
単
竜
環
頭
太
刀
な
ど
を
含
む
注
意
す
べ
き
副
葬
品
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
筆
者
ら
が
調
査
に
赴
い
た
折
に
、
丸
山
氏
宅
納
屋
に
格
納
中
、

一
夜
盗
難
に
あ
っ
て
鏡
、
馬
具
の
一
部
、
須
恵
器
が
持
ち
去
ら
れ
、
現
在
残

り
は
九
州
大
学
考
古
学
陳
列
室
に
譲
与
さ
れ
て
い
る
。
石
室
に
つ
い
て
は
一
九
六
五
年
、
九
州
大
学
を
中
心
と
す
る
石
人
石
馬
の
総
合
研
究
の

一
環
と
し
て
実
測
図
を
作
成
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
長
年
の
宿
題
を
果
す
と
こ
が
で
き

L
t副
葬
の
須
恵
器
は
こ
の
地
域
に
お
け
る
第
百
期
の

基
準
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
石
室
は
横
穴
式
単
室
で
、
奥
行
二
・
三
米
、
左
右
一
・
八
米
の
長
方
形
0

フ
ラ
ン
を
な
す
。
や
や
大
き
な
花
筒

岩
を
立
て
て
腰
石
と
し
、
そ
の
上
に
同
じ
割
石
を
迫
持
式
に
小
口
積
み
し
て
天
井
を
一
枚
の
大
石
で
お
さ
え
、
高
き
一
・
八
米
に
達
す
る
。
入

横
穴
式
石
山
士
一
古
墳
に
お
け
る
複
室
構
造
の
形
成
（
小
問
）

一
一
八
五



横
穴
式
石
室
古
墳
に
お
け
る
復
室
構
造
の
形
成
（
小
田
）

二
八
六

口
の
左
右
に
は
袖
石
を
立
て
、
羨
道
が
ほ
ぼ
同
帽
で
一
・
八
米
ば
か
り
つ
づ
い
て
い
る
。
羨
道
も
腰
石
を
使
用
し
、
割
石
積
み
と
な
る
が
、
石

室
内
に
く
ら
べ
て
や
や
粗
雑
で
あ
る
。
副
葬
品
か
ら
こ
の
石
室
の
年
代
ほ
六
世
紀
中
葉
前
後
に
比
定
で
き
よ
ろ
。

助
福
岡
県
・
庄
屋
塚
古
墳
（
京
都
郡
勝
山
町
下
黒
田
）

（第
3
一図下）

「
折
込
」

豊
前
京
都
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
前
方
後
円
墳
で
、
近
く
に
は
巨
石
墳
で
著
名
な
綾
塚
、
橘
塚
が
あ
る
。
北
東
l
南
西
の
方
位
を
と
り
全

長
七
五
米
に
及
ぶ
。

前
方
部
に
東
側
に
閉
口
す
る
複
室
の
横
穴
式
室
が
あ
り
、
早
〈
盗
掘
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
後
円
部
石
室
は
未
掘
で
あ

る
。
こ
の
古
墳
も
前
述
の
箕
田
丸
山
古
墳
と
合
せ
て
一
九
六
五
年
度
に
測
量
調
査
を
行
っ
た
が
、
そ
の
際
、
土
砂
流
入
の
は
げ
し
い
前
室
を
清

掃
し
た
と
こ
ろ
が
、
床
面
の
敷
石
が
よ
く
の
こ
り
須
恵
器
坪
及
び
蓋
計
一
四
個
が
発
見
さ
れ
て
、
箕
田
丸
山
古
墳
と
ほ
ぼ
同
年
代
に
位
置
ず
け

ら
れ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。
石
室
は
全
長
六
・
二
米
。
後
室
は
奥
行
二
・
四
米
、
左
右
幅
一
・
八
米
。
前
室
は
奥
行
一
・
二
米
、
左
右
幅

一
・
六
米
。
両
室
の
境
に
は
左
右
両
側
に
袖
石
を
立
て
、
羨
道
は
袖
石
の
幅
一
米
に
合
せ
て
延
長
さ
れ
る
。
構
築
に
使
用
さ
れ
た
花
嗣
岩
石
材

は
さ
ほ
ど
大
き
く
は
な
く
、
後
室
で
も
奥
壁
二
枚
、
左
右
壁
各
三
枚
の
石
を
立
て
て
腰
石
と
し
、
そ
の
上
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
壁
石
も
次
第
に

大
き
さ
が
逓
減
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
を
選
ん
で
立
て
て
重
ね
ら
れ
、
天
井
近
く
で
水
成
岩
の
割
石
を
小
口
積
み
に
す
る
。
壁
面
の
迫
持
は
箕
田

丸
山
例
の
如
く
急
で
は
な
い
。
従
っ
て
天
井
の
面
積
は
か
な
り
大
き
い
が
、
こ
れ
を
一
枚
の
巨
石
で
ふ
さ
ぎ
、
床
面
か
ら
の
高
さ
二
米
に
達
す

る
。
前
室
の
構
造
も
後
室
と
大
差
な
く
、
天
井
が
や
や
低
い
く
ら
い
で
あ
る
。
む
し
ろ
床
面
敷
石
の
配
置
に
中
央
部
後
室
に
向
う
通
路
の
部
分

だ
け
に
や
や
大
き
な
平
石
を
並
べ
て
通
路
と
し
て
の
意
味
を
明
確
に
し
た
と
こ
ろ
が
注
意
さ
れ
る
。
前
室
入
口
ま
で
実
井
石
が
構
架
さ
れ
、
そ

の
下
に
割
石
を
平
積
み
し
て
閉
塞
し
た
状
態
が
確
か
め
ら
れ
た
。
こ
の
古
墳
で
は
、
遺
物
の
上
で
箕
田
丸
山
古
墳
と
大
差
な
い
年
代
を
示
し
な

が
ら
、
複
室
構
成
を
と
り
、
石
室
の
構
築
法
に
著
し
い
差
違
の
あ
る
点
が
両
古
墳
同
一
地
域
に
所
在
す
る
こ
と
と
共
に
注
目
さ
れ
る
の
で
す

る
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( 4) 

熊
本
県
・
大
坊
古
墳
（
玉
名
市
玉
名
・
大
坊
）

（第
4
図）

玉
名
市
高
瀬
の
北
方
に
あ
た
り
、
菊
池
川
と
錦
川
の
間
に
あ
る
丘
陵
の
南
端
、
玉
名
平
野
を
望
む
と
こ
ろ
に
あ
る
。
石
室
は
古
く
か
ら
天
井

近
く
が
閉
口
し
て
七
こ
か
ら
出
入
し
て
い
た
の
で
土
砂
が
石
室
下
半
部
に
流
入
し
て
い
た
。
そ
の
現
状
に
つ
い
て
は
一
九
一
六

1
一
七
年
に
浜

田
耕
作
、
梅
原
末
治
両
氏
の
調
査
が
あ
っ
て
学
界
に
報
告
さ
れ
た
が
、
石
室
の
全
貌
、
遺
物
か
ら
す
る
正
確
な
る
年
代
観
を
欠
い
て
い
た
。
一

九
六
三
年
に
回
辺
哲
夫
、
田
添
夏
喜
氏
位
一
寸
に
よ
っ
て
本
格
的
な
調
査
が
行
わ
れ
複
室
構
造
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
c

石
室
は
安
山
岩

割
石
を
小
口
積
み
し
た
も
の
で
、
複
室
と
羨
道
か
ら
成
る
。
後
室
は
隅
丸
正
方
形
に
近
い
プ
ラ
ン
で
奥
行
三
・
四
米
、
左
右
幅
二
・
七
米
、
高

さ
二
・
八
米
に
達
す
る
。
奥
壁
に
沿
っ
て
石
屋
形
が
あ
り
、
そ
の
奥
壁
に
は
赤
、
青
二
色
を
使
っ
て
三
角
形
連
続
文
が
五
段
に
配
さ
れ
る
が
、

そ
の
こ
段
目
と
四
段
目
に
は
三
角
形
の
中
を
円
形
に
塗
り
の
こ
し
た
地
肌
の
ま
ま
の
円
文
各
三
個
が
あ
る
。
石
畳
形
の
側
面
、
正
面
袖
石
の
部

分
に
も
工
一
角
文
が
消
え
の
こ
っ
て
い
る
。
各
室
の
境
に
ほ
袖
石
を
立
て
、
扉
石
で
ふ
さ
い
で
あ
っ
た
が
、
後
室
正
面
の
扉
石
に
も
三
角
文
彩
色

が
み
ら
れ
た
。
後
室
は
迫
持
式
の
壁
構
築
を
示
し
、
左
右
に
か
け
わ
た
し
た
天
井
石
は
三
枚
で
あ
る
。
前
室
は
前
開
き
で
奥
行
一
米
、
左
右
幅

一
・
四

t
一
ニ
ハ
米
、
高
さ
一
・
四
米
で
あ
る
。
繋
道
は
長
さ
一
・
四
米
で
や
や
東
に
ね
じ
れ
て
い
る
。
壁
石
は
次
第
に
逓
減
さ
れ
る
積
み
方

が
と
ら
れ
天
井
は
な
い
。
副
葬
品
は
後
室
か
ら
刀
、
鉾
、
鉱
、
金
錦
、
管
玉
、
切
子
玉
、
ガ
ラ
ス
玉
、
金
製
及
び
銀
製
垂
飾
付
耳
飾
、
真
珠

が
、
前
室
か
ら
馬
具
（
杏
葉
、
鐙
）
、
刀
子
、
須
恵
器
（
高
杯
二
、
‘
．
一
、
提
瓶
一
己
、
土
師
器
（
高
坪
一
）
が
発
見
さ
れ
た
。
須
恵
器
の
示

す
特
徴
は
第

E
様
式
か
ら
第

E
様
式
の
聞
に
お
か
れ
、
王
塚
期
よ
り
も
や
や
古
い
文
化
様
相
を
も
っ
て
い
る
の
で
六
世
紀
前
半
代
に
比
定
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
伴
出
の
杏
葉
が
福
岡
県
・
岩
戸
山
古
墳
の
石
馬
に
着
装
さ
れ
た
状
態
を
彫
刻
し
て
い
る
杏
葉
と
同
類
で
あ
る
こ
と
も
こ

の
推
察
年
代
観
を
裏
付
け
る
で
あ
ろ
う
。

三
、
複
章
構
造
の
形
成
と
地
域
性

前
項
で
複
室
形
成
に
つ
い
て
重
要
な
例
と
み
ら
れ
る
四
つ
の
古
墳
調
査
の
概
要
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
の
実
例
か
ら
北
九
州
に
あ
っ
て
は
六

横
穴
式
石
室
古
墳
に
お
け
る
複
室
構
造
の
形
成
（
小
田
）

二
八
七



横
穴
式
石
室
古
墳
に
お
け
る
複
室
構
造
の
形
成
（
小
面
）

二
八
八

世
紀
の
前
半
か
ら
中
葉
に
か
け
て
の
時
期

l
須
恵
器
編
年
の
第

E
期
か
ら
第

E
期
の
時
期
に
複
宏
構
造
が
形
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
通

し
が
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
複
室
形
成
期
の
北
九
州
各
地
に
お
け
る
古
墳
の
実
態
を
福
岡
県
（
筑
前
、
筑
後
、
豊
前
）
、
佐

賀
県
（
肥
前
）
、
熊
本
県
（
肥
後
）
、
大
分
県
（
豊
後
）
の
六
地
域
に
つ
い
て
概
観
し
、
そ
の
傾
向
を
摘
出
し
て
み
よ
う
。

筑
前
で
は
第

E
様
式
の
須
恵
器
を
副
葬
し
て
王
塚
よ
り
一
時
期
さ
か
の
ぼ
る
日
拝
塚
（
筑
紫
郡
春
日
町
）
は
長
方
形
プ
ラ
ン
単
室
で
、
三
方

に
腰
石
を
立
て
て
そ
の
上
に
小
口
積
み
し
た
構
造
で
あ
る
。
世
間
道
部
が
や
や
長
く
な
り
天
井
石
を
架
す
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
次
に
王
塚
期
で
は

前
項
で
も
述
べ
た
よ
う
に
前
窒
が
あ
ら
わ
れ
る
が
羨
道
と
の
構
造
上
の
区
別
は
明
瞭
で
な
い
。
主
塚
と
ほ
ほ
同
期
或
は
こ
れ
に
つ
づ
く
と
み
ら

れ
る
須
恵
器
を
出
土
し
た
五
郎
山
古
墳
J
筑
紫
郡
筑
紫
野
町
原
田
〉
で
は
複
室
と
秀
道
交
完
備
し
た
姿
が
み
ら
れ
、
石
室
一
構
築
法
と
し
て
は
前

項
で
述
べ
た
庄
塵
塚
に
近
い
。

豊
前
で
は
前
項
に
述
べ
た
箕
田
丸
山
古
墳
と
庄
昆
塚
古
墳
が
い
ず
れ
も
第

E
様
式
に
比
定
さ
れ
る
須
恵
需
を
出
土
し
な
が
ら
、
前
者
は
単
室

で
あ
り
、
後
者
は
複
室
で
あ
る
と
こ
ろ
に
単
室
か
ら
複
室
へ
の
接
点
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

筑
後
で
は
「
日
本
書
紀
」
や
「
筑
後
風
土
記
」
の
逸
文
に
照
し
て
六
世
紀
前
半
代
に
比
定
し
う
る
岩
戸
山
古
雲
〈
八
女
市
吉
田
）
は
、
学
界

に
も
著
名
な
筑
紫
国
造
磐
井
の
墳
墓
と
し
て
編
年
上
最
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
石
室
ほ
未
掘
で
あ
る
。
し
か
し
封
土
よ
り

発
見
さ
れ
た
須
恵
器
は
第

E
様
式
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
す
ぐ
東
隣
に
あ
る
乗
場
古
墳
は
第

E
様
式
の
須
恵
器
を
出
土
し
て
王
塚
期
に

ほ
ぼ
近
い
が
、
複
室
と
按
道
を
完
備
し
て
各
々
の
境
に
は
袖
石
を
立
て
、
複
室
の
壁
ほ
巨
石
を
立
て
腰
石
と
し
、
そ
の
上
に
長
方
形
割
石
を
小

口
積
み
し
て
い
る
。
羨
道
は
腰
石
な
く
、
小
口
積
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
構
築
法
は
ま
た
王
塚
の
そ
れ
に
近
い
。

間
前
℃
は
烹
尾
大
原
（
三
養
毛
郡
北
茂
安
村
）
の
丙
ド
門
外
部
に
第

I
様
式
の
沼
恵
器
翠
杯
、

壷
を
並
べ
て
副
葬
し
た
状
態
が
報
告
さ
れ
て
い

て
、
五
、
六
世
紀
の
交
点
あ
た
り
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
単
室
で
簡
単
な
外
開
き
の
広
い
羨
道
が
つ
い
た
も
の
で
、
む
し
ろ
前
庭
と
い
う
に

ふ
さ
わ
し
い
。
こ
の
形
式
の
石
室
は
六
世
紀
前
半
頃
ま
で
北
九
川
各
地
に
み
ら
れ
る
も
の
で
、
故
松
尾
禎
作
氏
が
「
只
」
字
形
プ
ラ
ン
の
石
室



と
称
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

つ
い
で
第

1
様
式
の
須
恵
器
杯
を
出
土
し
た
島
問
問
）
（
唐
津
市
鏡
・
今
度
敷
）
は
金
銅
封
、
銅
山
川
、
市
首
な
ど

を
出
土
し
船
形
石
棺
を
安
置
し
た
注
目
す
べ
き
前
方
後
円
墳
で
あ
る
が
、
プ
ラ
ソ
は
長
方
形
石
室
に
長
い
歩
道
が
附
加
さ
れ
た
よ
う
に
み
え
る

け
れ
ど
も
、
立
問
形
は
石
室
に
入
る
手
前
の
天
井
を
や
や
高
く
し
て
、
腰
石
を
使
用
し
な
い
構
築
法
を
と
っ
て
．
原
初
的
な
複
｛
率
一
構
成
の
姿
と

｛同）

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ
の
時
期
に
は
日
達
原
古
墳
群
（
三
養
基
郡
上
家
村

t
神
崎
郡
三
田
川
村
）
の
稲
荷
塚
後
円
部
石
室
や
壕
山
古

駅
の
よ
う
に
主
だ
市
室
古
塚
の
構
築
が
大
勢
で
あ
っ
た
。
次
の
時
期
乃
ち
福
岡
県
の
王
塚
や
五
郎
山
古
墳
の
時
期
に
近
い
と
思
わ
れ
る
太
田
古

墳
（
鳥
栖
市
田
代
本
町
太
田
）
で
は
完
成
し
た
複
室
構
造
を
と
り
、
構
築
法
も
主
郎
山
古
山
に
近
似
し
、

JF
画
に
連
続
三
角
文
を
主
体
と
す
る

点
で
は
王
塚
に
接
近
し
て
い
る
。

肥
後
で
は
第

E
様
式
の
釘
忠
却
を
出
土
し
た
大
坊
古
都
、
か
現
在
の
と
こ
ろ
副
室
構
造
の
初
見
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
地
方
で
先
行
す
る
井

寺
や
千
金
甲
一
号
な
ど
の
五
世
紀
後
半
代
に
比
定
さ
れ
る
石
室
構
造
を
基
本
的
に
継
承
し

τい
る
。
こ
れ
に
つ
づ
く
と
み
ら
れ
る
複
室
構
造
の

（即｝

も
の
に
チ
ブ
サ
ン
（
山
昆
市
城
・
西
川
苛
）
、
釜
尾
（
飽
託
郡
北
部
村
釜
尾
）
、
永
安
寺
東
〈
玉
名
市
宝
名
・
永
安
寺
）
等
の
古
墳
が
あ
る
が
、

チ
、
フ
サ
ン
は
構
造
上
大
坊
古
川
引
に
近
く
、
笠
尾
は
プ
ラ
ン
で
は
荻
、
地
と
前
宝
を
同
幅
に
し
て
一
見
区
別
し
に
く
い
が
立
面
形
で
は
天
井
を
や
や

高
め
て
い
る
点
で
佐
賀
県
島
田
塚
に
近
い
。
し
か
も
腰
石
を
使
用
し
て
そ
の
上
に
板
状
割
石
を
小
口
積
み
す
る
点
で
、
ま
た
装
飾
画
に
連
続
三

角
文
、
同
心
円
、
双
脚
愉
状
文
な
ど
を
主
文
と
す
る
点
で
王
尿
（
侃
同
）
に
近
い
年
代
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
よ
り
や
や
下
る
で
あ
ろ
う
。

、
氷
安
寺
東
古
墳
は
史
に
こ
の
後
に
つ
勺
く
時
期
で
あ
ろ
う
が
、
前
室
部
の
入
口
、
羨
道
、
か
破
壊
さ
れ
て
い
る
。

豊
後
で
は
筑
後
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
筑
後
方
面
と
文
化
交
流
の
あ
っ
た
日
用
金
地
の
法
思
寺
古
墳
群
（
日
田
市
刃
連
町
法
思
寺
）
に
例
を
と

っ
て
み
る
と
、
そ
の
第
四
号
墳
で
は
須
恵
器
第

E
係
式
後
半
か
ら
第

E
様
式
前
半
代
の
も
の
を
副
葬
し
て
い
て
六
世
紀
前
半
代
で
も
中
葉
に
近

い
位
置
に
比
定
さ
れ
る
が
、
単
｛
去
に
外
開
き
の
幅
広
い
前
庭
が
附
加
さ
れ
た
構
造
の
も
の
で
肥
前
の
「
只
」
字
形
石
室
に
系
譜
を
た
ど
る
こ
と
が

で
き
る
。
と
三
ろ
が
こ
の
間
隣
り
に
あ
ゐ
第
一
一
一
号
墳
は
奥
昨
一
一
以
外
に
は
立
石
を
便
用
せ
ず
や
や
大
き
な
割
石
を
小
口
積
み
に
し
た
完
全
な
複
室

横
穴
式
石
公
」
古
墳
に
お
け
る
複
笠
構
造
の
形
成
（
小
田
）

一一八九



横
穴
式
石
室
古
墳
に
お
け
る
復
宝
構
造
の
形
成
（
小
田
）

熊
本
・
心
安
浮
い
米

K

X
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二
九
O
構
造
の
も
の
で
、
赤
色
の
同
心

円
文
、
動
物
の
彩
画
が
あ
る
。
さ

ら
に
石
室
プ
ラ
ン
に
は
胴
張
り

を
つ
く
っ
た
点
で
も
明
ら
か
に

肥後及び筑前の後室形成JUJ;G主平面図四秒lj

筑
後
型
の
横
穴
式
石
室
を
う
け

つ
い
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指

摘
で
き
る
。
こ
の
古
墳
で
は
第

w
t
v期
の
須
恵
器
を
多
数
出

土
し
て
い
て
六
世
紀
後
半
に
築

造
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

× 

× 

× 

。1M 1,,;J ・ .E ''* 

以
上
北
九
州
六
地
域
に
つ
い

第4図

て
概
観
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
肥

前
、
肥
後
で
は
六
世
紀
前
半
代

に
比
定
さ
れ
る
須
恵
器
第

E
様

式
の
段
階
に
複
室
の
形
成
が
現

E
様
式
期
の
基
準
と
な
る
好
例
に
恵
ま
れ
な
い
現
状
で
あ
る
が
、
日
拝
塚
に
お
け
る
服
石
の
使
用
や
羨
道
の
完
成
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
み
て
第

れ
、
筑
前
、
筑
後
地
域
で
は
第



E
様
式
或
は
お
そ
く
と
も
第

E
様
式
の
出
現
ま
で
に
は
形
成
さ
れ
は
じ
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
肥
前
、
筑
前
、
筑
後
、
肥
後
の
環
有

明
海
文
化
圏
と
も
い
う
べ
き
容
易
に
文
化
交
流
が
行
わ
れ
う
る
環
境
が
注
意
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
筑
前
で
も
以
上
の
地
域
と
は
地
形

的
に
も
流
通
し
に
く
い
性
質
を
も
っ
筑
豊
地
域
で
は
王
塚
古
墳
に
み
る
如
く
、
第

E
様
式
の
段
階
で
複
室
が
形
成
さ
れ
は
じ
め
、
遠
賀
川
を
交

流
の
ル

l
ト
と
し
て
広
が
り
、
県
前
地
域
で
は
「
只
」
字
形
石
室
一
の
系
統
を
う
け
た
と
み
ら
れ
る
単
室
の
箕
田
丸
山
と
緩
室
の
庄
屋
家
が
共
に

第
E
様
式
の
時
期
に
比
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
地
域
で
も
六
世
紀
中
葉
頃
に
複
室
形
成
へ
の
転
換
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
く
れ

る
で
あ
ろ
う
。
同
じ
よ
う
な
現
象
は
筑
後
川
の
ル
l
ト
で
流
入
し
た
と
み
ら
れ
る
虫
後
日
田
盆
地
に
も
指
摘
で
き
る
。

一r
し一・
7

．、

－
K
Z
S主

主主

従
っ
て
、

前
、
畏
後
の
地
域
に
は
や
や
お
く
れ
て
六
世
紀
中
葉
頃
に
複
室
の
形
成
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
勿
論
、
複
室
が
形

成
さ
れ
、
定
型
化
し
て
も
単
室
墳
の
系
統
は
併
行
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
畿
内
に
お
け
る
後
期
古
墳
の
大
勢
は
単
室
故

で
あ
る
。
広
く
東
亜
に
お
け
る
複
室
積
分
布
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
高
句
麗
の
範
閣
で
あ
っ
た
通
溝
か
ら
北
鮮
、
日
本
の
北
九
州
、
近
畿
の
一

部
が
顕
著
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
喝
｝
従
っ
て
、
北
九
州
に
お
け
る
複
室
形
成
の
過
程
が
横
穴
式
石
室

の
導
入
期
よ
り
一
世
紀
以
上
も
お
く
れ
て
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
導
入
期
の
横
穴
式
石
室
が
大
陸
の
影
響
に
よ
っ
て
複
室
の
形
式
か
ら

託
さ
れ
た
形
式
と
し
て
輸
入
さ
れ
た
と
い
う
空
白
は
た
だ
ち
に
霊
童
し
が
た
い
。
そ
こ
に
は
ま
た
別
の
構
築
原
理
が
あ
っ
た
こ
と

も
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
か
ら
も
複
室
の
形
成
が
後
期
古
墳
文
化
の
展
開
の
中
で
ど
の
よ
う
な
外
的
誘
因
を
考
え
ら
れ
る
か
と

い
う
観
点
か
ら
検
討
す
べ
き
立
場
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。

回
、
古
墳
文
化
期
に
お
け
る
複
室
形
成
の
意
義

五
世
紀
代
に
朝
鮮
半
島
か
ら
導
入
せ
ら
れ
た
北
九
州
の
横
穴
式
石
室
に
は
二
つ
の
型
が
あ
っ
た
。

一
つ
は
方
形
。
フ
ラ
ン
で
あ
り
、
も
う
一
つ

は
長
方
形
プ
ラ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
が
六
世
紀
代
に
な
る
と
、
前
者
は
肥
後
地
方
に
、
後
者
は
筑
前
、
筑
後
、
肥
前
、
豊
前
、
豊
後
地
方
に
流
行

す
る
削
向
が
み
ら
れ
る
ふ
特
に
複
｛
訟
を
構
成
す
る
も
の
は
後
者
と
結
び
つ
い
て
六
世
紀
後
半
以
降
に
流
行
し
て
い
る
。
ま
た
珂
者
を
使
用
石
材

横
穴
式
石
室
古
墳
に
お
け
る
複
一
民
椴
造
の
形
成
ハ
小
田
〉

九



横
穴
式
石
室
古
墳
に
お
け
る
複
室
構
造
の
形
成
（
小
田
）

二
九
二

の
面
か
ら
み
れ
ば
、
前
者
が
板
状
割
石
や
阿
蘇
系
凝
灰
岩
を
も
っ
て
構
築
す
る
の
に
対
し
て
後
者
は
初
期
に
は
板
状
割
石
を
用
い
て
い
る
が
次

第
に
花
両
岩
の
大
石
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
用
材
の
相
違
は
両
者
の
地
域
で
各
々
産
出
さ
れ
る
手
近
か
な
材
料
を
使
用
し
た

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

と
ζ

ろ
で
後
に
複
室
形
成
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
た
の
は
長
方
形
．
フ
ラ
ン
の
石
室
で
あ
る
が
、
こ
の
タ
イ
プ
の
石
室
と
し
て
は
現
在
の
と
こ

ろ
北
九
州
で
初
期
の
横
穴
式
石
室
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
福
岡
県
丸
隈
山
古
墳
、
佐
賀
県
横
田
下
古
墳
が
知
ち
れ
て
お
り
、
こ
の
系
統
と
し
て
は

半
島
百
済
の
第
一
期
漢
城
時
代
（
西
暦
三
五

O
頃
四
七
四
年
）
に
比
定
さ
れ
る
京
畿
道
広
州
附
近
の
可
楽
虫
、
中
谷
里
、
梅
竜
里
な
ど
の
古

墳
に
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
百
済
初
期
の
横
穴
式
石
室
が
高
句
麗
の
平
壌
遷
都
（
西
暦
四
二
七
年
）
以
後
に
そ
の
影
響
を
う
け
た

『初｝

も
の
と
み
る
か
、
或
は
そ
れ
以
前
か
ら
百
済
に
伝
播
し
た
と
み
る
か
は
に
わ
か
に
決
し
難
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
楽
浪
郡
に
移
植
さ
れ
た
中

国
墓
制
を
と
り
い
れ
た
高
句
麗
の
古
横
に
発
し
た
と
み
る
点
で
は
異
論
な
い
。

こ
の
よ
う
に
高
句
麗
或
は
百
済
に
そ
の
系
統
を
求
め
う
る
北
九
州
の
初
期
横
穴
式
石
室
は
丸
隈
山
（
福
間
）
｜
横
田
下
（
佐
賀
）
！
関
行
丸

（
佐
賀
）
と
い
う
変
遷
を
た
ど
る
な
か
で
、
石
室
内
で
は
箱
式
棺
か
ら
障
壁
へ
と
変
化
し
て
六
世
紀
代
を
む
か
え
る
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も

単
宝
一
構
造
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
後
に
つ
づ
く
モ
塚
（
福
岡
）
、
一
爽
場
（
福
岡
）
、
箕
田
丸
山
（
福
岡
）
、
作
．
陵
壕
（
楠
岡
）
な
ど
の
前
方
後
円

頃
と
横
穴
式
石
室
の
在
り
方
を
み
る
と
、
初
期
の
丸
限
山
例
の
如
く
右
室
の
位
置
が
後
円
部
の
墳
頂
近
く
に
あ
っ
て
前
方
部
に
む
か
つ
て
関
口

す
る
と
い
う
古
墳
主
軸
上
に
あ
る
も
の
か
ら
、
関
行
丸
阜
、
王
塚
例
の
如
く
石
室
の
位
置
が
や
や
深
く
な
っ
て
後
門
部
の
中
心
か
ら
前
方
部
の
く

ひ
れ
部
に
む
け
て
閉
口
す
る
と
い
う
主
軸
に
対
し
て
斜
交
す
る
も
の
へ
と
移
り
、
更
に
乗
場
、
箕
田
丸
山
、
庄
匡
塚
例
の
如
く
石
室
の
位
置
が

低
く
な
っ
て
後
円
部
或
は
前
方
部
の
横
に
閉
口
す
る
も
の

i
主
軸
に
対
し
て
直
交
す
る
配
置
を
と
る
形
態
へ
と
定
着
し
て
ゆ
く
。
こ
の
大
別
し

て
三
期
に
分
け
ら
れ
る
石
室
配
置
の
変
遷
を
年
代
で
区
切
る
な
ら
ば
、
五
世
紀
前
半
か
ら
中
葉
ま
で
（

I
期
）
、
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
中

葉
ま
で
（

E
期
）
、
六
世
紀
中
葉
以
降
（

E
期
）
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
て
こ
の
第

E
期
に
複
室
が
形
成
さ
れ
は
じ
め
、
置
期
以
降



に
定
型
化
し
流
行
し
て
い
る
こ
と
、
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
第

E
期
は
単
室
か
ら
複
室
へ
の
転
換
期
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

複
室
形
成
期
の
過
程
の
中
で
、
こ
れ
と
対
応
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
に
古
蹟
装
飾
の
問
題
が
あ
る
。
九
州
に
お
け
る
装
飾
古
墳
の
出
現
は
、

五
世
紀
中
葉
に
比
定
さ
れ
る
筑
後
・
石
人
山
古
墳
（
八
女
郡
広
川
町
一
条
）
の
横
口
式
家
形
石
棺
の
棺
蓋
に
浮
彫
り
さ
れ
た
直
弧
文
、
円
文
を
そ

の
初
見
と
す
る
こ
と
に
は
異
論
な
い
。
こ
の
幾
何
学
的
図
形
か
ら
な
る
彫
刻
文
様
を
主
体
と
す
る
初
期
の
装
飾
は
、
や
が
て
構
造
上
か
ら
み
る

と
石
棺
か
ら
石
障
へ
と
拡
大
さ
れ
て
五
世
紀
後
半
に
は
浦
山
J
福
岡
）
、
長
砂
迫
叩
）
井
寺
（
川
）
千
金
R
J以
上
熊
本
）
な
ど
の
石
棺
系
、
石
障
系
古

つ
い
で
六
世
相
前
半
か
ら
中
葉
に
か
け
て
大
坊
、
日
塚
、
永
安
寺
、
釜
尾
（
熊
本
）

墳
を
筑
後
、
肥
後
地
方
に
流
行
せ
し
め
た

（第

I
期）。

王
塚
（
福
岡
）
、
太
田
（
佐
賀
）
な
ど
に
み
る
よ
う
に
石
屋
形
や
障
壁
、
或
は
壁
石
に
赤
、
車
内
、
黄
、
由
、
緑
、
黒
な
ど
の
彩
色
を
も
っ
て
一
一
一

角
形
文
、
同
心
円
文
、
双
脚
輪
状
文
な
ど
の
幾
何
学
的
図
形
を
主
と
し
な
が
ら
靭
、
帽
、
太
万
、
騎
馬
人
物
な
ど
を
描
い
た
壁
画
系
古
墳
が
あ

ら
わ
れ
て
く
る
。
靭
の
よ
う
な
器
材
図
は
す
で
に
千
金
甲
一
号
墳
の
障
壁
に
彫
刻
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
で
は
王
塚
に
典
型
的
に
示
さ
れ

る
よ
う
に
、
壁
面
に
靭
、
楯
、
太
刀
を
幾
段
か
に
放
列
さ
せ
、
騎
馬
人
物
を
配
し
て
い
て
そ
の
配
置
か
ら
は
被
葬
者
を
守
衛
し
、
そ
の
葬
儀
を
荘

厳
化
す
る
た
め
の
意
図
が
感
得
さ
れ
る
（
第

E
期
）
。
さ
ら
に
六
世
紀
後
半
に
な
る
と
同
心
円
文
、
三
角
形
文
、
靭
、
楯
な
ど
の
図
形
は
依
然

五
郎
山
、
竹
原
、
珍
敷
塚
（
福
岡
）
な
ど
に
み
る
如
く
、
人
物
の
諸
種
の
姿
態
や
狩
猟
の
状
況
を
あ
ら
わ
す

と
し
て
ひ
き
つ
が
れ
て
い
る
が
、

生
活
壁
画
ゃ
、
中
国
系
の
思
想
に
ヒ
ン
ト
を
え
た
と
思
わ
れ
る
ヒ
キ
ガ
エ
ル
（
月
の
象
徴
）
、
星
辰
、
冥
界
に
送
る
天
の
鳥
船
、
四
神
（
車
問
竜

・
白
虎
・
朱
雀
・
玄
武
）

な
ど
の
絵
画
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

（第
E
期）

υ

こ
の
よ
う
な
装
飾
古
墳
の
画
題
に
み
ら
れ
る
三
つ
の
段
階

は
、
横
穴
式
単
室
の
定
型
化
す
る
段
階
か
ら
複
室
構
造
形
成
過
程
の
段
階
を
へ
て
複
室
構
造
の
定
型
化
の
段
階
に
移
行
し
た
後
期
古
埼
文
化
の

各
段
階
に
照
合
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
更
に
観
点
を
か
え
て
こ
の
三
段
階
を
後
期
古
墳
の
編
年
に
最
も
有
力
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る

須
恵
器
の
変
遷
に
照
応
し
て
み
る
と
、
第

I
期
の
少
く
と
も
後
半
に
は
第

I
様
式
が
あ
ら
わ
れ
、
第

E
期
に
は
第

E
－

E
様
式
、
第

E
期
に
は

横
穴
米
石
室
古
墳
に
お
け
る
複
室
構
造
の
形
成
（
小
田
）

二
九
三



横
穴
式
石
室
古
墳
に
お
け
る
複
主
構
造
の
形
蛍
〈
小
田
）

二
九
四

第
百
－

V
様
式
が
行
わ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
て
こ
こ
に
至
れ
ば
、
複
古
田
川
－
構
造
の
形
成
と
装
飾
古
墳
の
画
題
に
み
る
生
活
図
や
中
国
系
画
題
の
出
現
と
い
う
両
者
の
転

換
期
の
聞
に
何
ら
か
の
有
機
的
連
関
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
は
容
易
に
生
じ
う
る
で
あ
ろ
う
。
横
穴
式
石
室
一
の
出
現
そ
の
も
の
が

朝
鮮
半
島
か
ら
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
は
異
論
な
い
と
こ
ろ
で
あ
れ
ば
、
複
窒
の
形
成
に
も
外
部
か
ら
の
導
入
が
考
え
ら
れ
る
余
地
は
あ
る
。
従

っ
て
当
時
の
大
陸
の
宴
制
、
さ
ら
に
は
伝
播
し
う
る
襖
機
の
有
無
に
つ
い
て
検
討
寸
ベ
台
間
階
に
達
し
た
。

わ
が
国
の
古
墳
時
代
を
通
じ
て
大
陸
系
の
文
化
は
半
島
を
経
由
し
て
伝
来
し
た
。
そ
の
伝
達
の
役
割
を
果
し
た
の
は
「
日
本
書
紀
」
に
伝
え

る
帰
化
人
の
渡
来
で
あ
る
。
応
神
天
皇
の
世
に
来
朝
し
た
と
い
う
阿
知
使
主
や
弓
月
君
は
鶴
氏
や
秦
氏
の
祖
と
い
わ
れ
、
四

t
五
世
紀
の
頃
に

半
島
に
お
け
る
漢
の
植
民
地
で
あ
っ
た
楽
浪
・
帯
方
の
遣
民
が
渡
来
し
た
第
一
の
大
き
な
波
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
彼
等
漢
・
韓
人
の
伝
え
た
文

化
や
技
術
の
源
流
は
漢
・
説
系
統
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
楽
浪
郡
が
高
句
麗
に
亡
ぼ
さ
れ
た
の
は
西
紀
一
二
二
二
年
で
あ
る
が
、

こ
の
地
域
で
ほ
中
国
系
の
埼
室
古
墳
が
営
ま
れ
つ
づ
け
、
そ
の
下
限
は
平
壌
駅
構
内
の
永
和
九
年

る
hn一
」
の
墳
墓
で
は
噂
積
と
割
石
平
積
、
が
併
用
さ
れ
て
い
て
、
北
九
州
に
出
現
し
た
初
期
の
横
穴
式
石
窒
が
割
石
平
積
で
あ
る
の
は
楽
浪
の
増

（
三
五
三
）

銘
坤
墓
ま
で
た
ど
ら
れ
て
い

室
墳
の
形
成
を
う
つ
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
上
に
有
力
な
資
料
と
さ
れ
る
。

（お）

横
穴
式
石
室
の
上
限
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
楽
浪
郡
の
滅
亡
に
は
じ
ま
っ
て
四
世
紀
後
半
か
ら
五
世
紀
に
及
ぶ
高
句
麗
・
百
済

一
方
、
永
和
九
年
慕
が
半
島
に
お
け
る
高
句
麗
・
百
済
ら
の

の
抗
争
、
さ
ら
に
は
倭
の
介
入
、
西
紀
四
二
七
年
の
高
句
麗
平
嬢
遷
都
と
い
う
ひ
き
つ
づ
い
て
の
動
乱
と
高
句
麗
の
南
下
に
よ
っ
て
、
難
を
の

が
れ
て
わ
が
国
に
渡
来
し
た
の
が
こ
の
第
一
の
帰
化
人
の
波
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
横
穴
式
石
室
の
出
現
と
い
う
現
象
は
こ
の
動
向
の
中
に

伝
播
し
た
文
化
で
あ
っ
た
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

帰
化
人
渡
来
の
第
二
の
波
は
「
雄
略
紀
」
七
年
の
と
こ
ろ
に
伝
え
る
陶
部
・
鞍
部
・
画
部
・
錦
部
・
訳
語
な
と
の
渡
来
で
あ
る
。
こ
れ
を
そ

の
ま
ま
事
実
と
み
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
帰
化
人
の
披
が
五
世
紀
後
半
頃
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
と



｛

お

）

い

ま

事

さ
れ
て
い
る
。
彼
等
は
「
新
（
今
来
）
」
の
帰
化
人
と
し
て
す
で
に
古
く
渡
来
し
て
重
任
さ
れ
て
い
た
漢
・
秦
民
等
の
支
配
下
に
お
か
れ
て
部

民
と
し
て
の
身
分
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
こ
の
頃
か
ら
朝
廷
で
彼
等
の
新
技
術
を
統
制
下
に
お
さ
め
よ
う
と
し
て
す
す
め
て
い
た
品
部
設
置

政
策
で
あ
つ
れ
号
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
わ
が
国
の
半
島
に
お
け
る
勢
力
の
後
退
と
も
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
西
紀
四
七
五
年
に
は
高
句
麗

の
南
下
に
お
さ
れ
て
百
済
が
さ
ら
に
熊
津
に
遷
都
し
た
ζ

と
は
、
こ
れ
以
後
西
紀
五
一
四
年
に
百
済
へ
の
四
県
割
譲
に
は
じ
ま
っ
て
西
紀
五
六

二
年
に
任
那
が
首
済
と
新
羅
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
て
滅
亡
す
る
ま
で
の
わ
が
国
が
半
島
放
棄
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
歴
史
を
た
と
る
原
因
と
な
っ

（勾｝
た
。
こ
の
時
期
に
渡
来
し
た
帰
化
人
達
は
第
一
次
渡
来
者
の
漢
・
秦
氏
の
下
部
構
成
員
と
し
て
編
成
き
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
ら
の

動
乱
を
の
が
れ
て
渡
来
し
た
下
級
技
術
者
或
は
そ
の
技
術
を
習
得
し
た
我
が
国
の
技
術
者
は
北
九
州
の
有
力
豪
族
の
下
に
も
保
持
さ
れ
え
た
で

あ
ろ
う
。
こ
と
に
強
勢
を
誇
っ
た
筑
紫
国
造
磐
井
の
如
き
は
ひ
そ
か
に
新
羅
と
通
じ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
如
く
、
朝
廷
の
統
制
を
破
る
行
動

を
と
る
者
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
楽
浪
・
帯
方
の
遺
民
と
称
さ
れ
る
漢
・
韓
人
技
術
者
達
は
高
句
麗
の
装
飾
古
墳
に
み
る
よ
う
な
中
国
思
想
を

導
入
し
た
日
月
星
辰
、
回
神
図
や
胡
風
に
換
骨
脱
胎
し
た
生
活
仲
間
写
を
生
み
出
し
、
複
室
構
造
の
横
穴
式
石
室
を
築
い
句
。
】
六
世
紀
前
半
以
降

に
北
九
州
に
複
室
構
造
を
つ
く
り
出
し
、
ま
た
装
飾
古
墳
の
画
題
に
転
換
を
も
た
ら
し
た
原
動
力
は
、
こ
れ
ら
楽
浪
・
高
句
直
文
化
の
技
術
を

保
持
し
た
漢
・
韓
人
の
百
済
、
任
那
地
方
に
埋
没
し
て
い
た
人
々
が
任
那
の
分
割
・
滅
亡
と
い
う
過
程
の
中
で
一
衣
帯
水
の
北
九
州
地
方
に
析

出
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
関
連
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
以
上
の
六
世
紀
中
葉
前
後
に
起
っ
た
古
墳
文
化
の
変
動
の

中
で
、
南
鮮
系
の
金
銀
製
品
（
冠
帽
・
垂
飾
付
耳
飾
・
沓
・
馬
目
一
（
な
ど
の
）
が
や
は
り
こ
の
頃
か
ら
副
葬
品
か
ら
姿
を
消
す
こ
と
。
須
恵
器
生

産
の
上
に
も
南
鮮
色
が
消
え
て
ゆ
き
、
規
格
化
さ
れ
た
須
恵
器
の
量
産
と
普
及
と
い
う
現
象
が
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
も
任
那
滅
亡
と
い
う
こ
と

に
よ
っ
て
大
陸
文
化
の
輸
入
ル
ー
ト
が
断
た
れ
た
こ
と
に
起
因
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
横
穴
式
石
室
に
お
け
る
複
室
形
成
と
い
う
現
象

は
六
世
配
中
葉
を
さ
か
レ
に
転
換
す
る
後
期
古
墳
支
化
の
諸
方
面
で
の
変
化
の
一
環
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
古
墳
文
化
期
に
お
け
る

最
後
の
大
陸
文
化
要
素
の
伝
播
現
象
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

横
穴
式
石
箆
合
同
引
に
お
け
る
複
室
橋
治
の
形
成
（
小
田
）

二
九
五



横
穴
式
石
室
古
墳
に
お
け
る
複
笠
憐
造
の
形
成
（
小
間
）

論
旨
多
岐
に
わ
た
り
、
も
っ
と
多
く
の
図
、
写
真
を
加
え
て
詳
説
す
べ
き
必
要
を
感
ず
る
が
、
す
で
に
与
え
ら
れ
た
紙
数
も
尽
き
た
の
で
概

二
九
六

る。

（
一
九
六
七
・
九
・
二
九
）

要
を
記
し
て
後
日
機
あ
ら
ば
補
説
し
た
い
。
稿
を
終
る
に
あ
た
り
、
大
陸
の
古
墳
に
つ
い
て
示
数
を
う
け
た
岡
崎
敬
助
教
授
に
感
謝
申
し
あ
げ

註

仙
初
期
横
穴
式
石
室
の
年
代
観
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
大
阪
府
・
塔
塚

古
墳
の
調
査
に
よ
っ
て
丸
穣
山
古
墳
と
並
ん
で
五
世
紀
中
葉
に
位
置

づ
け
、
横
穴
式
石
室
の
受
容
は
畿
内
と
北
九
州
で
大
差
な
い
と
の
泌

が
行
わ
れ
て
い
る
が
‘
一
作
年
か
ら
九
州
大
学
一
考
古
学
折
究
室
か
つ

づ
け
て
い
る
福
岡
巾
老
司
の
前
一
刀
後
円
墳
の
調
査

ιよ
っ
て
五
世
紀

初
版
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
う
る
こ
と
ζ

な
っ
た
の
で
、
や
は
り
北
九
州

が
畿
内
に
先
ん
じ
て
受
谷
し
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

森
浩
一
・
凶
中
英
夫
「
大
阪
府
堺
市
桃
塚
調
査
報
告
i
畿
内
の
古
式

横
穴
式
石
室
に
関
連
し
て

l
」
（
日
本
考
古
学
協
会
第
お
回
総
会
研

究
発
表
要
旨
）
一
九
六

O

白
石
又
一
郎
「
日
本
に
お
け
る
横
穴
式
石
室
の
系
譜
｜
横
穴
式
石
室

の
受
容
に
闘
す
る
一
考
察
i
」
（
先
史
学
研
究
5
）
一
九
六
五

ω川
上
市
太
郎
「
筑
前
王
塚
古
墳
」
（
福
附
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物

調
査
報
告
書
第
十
一
樹
）
一
九
三
五

仰
悔
原
・
一
木
治
・
小
林
行
雄
「
筑
前
国
嘉
穂
都
王
塚
装
飾
古
墳
」
（
京
都

帝
国
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
報
告
第
十
五
冊
）
一
九
四

O

ω前
掲
福
岡
県
及
び
京
都
大
学
の
両
報
告
と
も
土
器
の
実
測
図
を
欠
い

て
い
る
が
、
北
九
州
の
須
恵
器
編
年
上
か
ら
も
系
議
と
な
る
重
要
な

位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
批
判
に
本
稿
に
実
測
図
を
か
か
げ

た
次
第
で
あ
る
。

制
小
田
富
士
雄
「
九
州
の
須
恵
器
序
説
！
編
年
の
方
法
と
実
例
ハ
豊
前

の
場
合
）
」
〈
九
州
考
古
学
二
二
）
一
九
六
四

同
九
州
大
学
両
崎
敬
助
教
授
を
代
表
者
と
す
る
総
合
研
究
「
中
国
・
朝

鮮
・
日
本
に
お
け
る
墳
基
表
飾
の
石
造
遺
物
の
研
究
」
で
一
九
六
四

l
一
ハ
五
両
年
度
実
施
し
た
。
本
調
査
は
そ
の
第
二
年
度
の
調
査
に
加

え
ら
れ
た
も
の
で
、
石
室
の
測
量
に
あ
た
っ
て
は
筆
者
の
ほ
か
定
村

賞
一
寸
黒
野
肇
、
安
倍
芳
一
、
石
松
好
雄
、
さ
ち
に
明
治
大
尚
子
犬
塚

初
重
氏
の
参
加
が
あ
っ
た
。

開
浜
田
耕
作
・
梅
原
末
治
「
肥
後
に
於
け
る
装
飾
あ
る
古
墳
及
横
穴
」

（
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
考
古
学
研
究
報
告
第
一
冊
）
一
九
一
七

ω巨
添
夏
喜
「
玉
名
市
玉
名
大
坊
古
墳
追
加
資
料
」
（
プ
リ
ン
ト
）
一
九

六
三
小
林
行
雄
編
「
装
飾
古
墳
」
七
七
貰
一
九
六
四

制
中
山
平
次
郎
・
玉
泉
大
梁
・
島
田
寅
次
郎
「
日
拝
塚
」
（
福
両
県
史

蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
報
告
書
第
五
輯
）
一
九
一
一
一

O

渡
辺
正
気
「
福
岡
県
筑
繁
郡
春
日
町
日
持
塚
前
方
後
円
墳
」
一
九
五

九
帥
小
林
行
雄
編
「
装
飾
古
墳
」
一
九
六
回

ω森
貞
次
郎
「
筑
後
風
土
記
逸
文
に
見
え
る
筑
紫
君
磐
井
の
墳
墓
」

（
考
古
学
雑
誌
四
一
巻
三
号
）
一
九
五
五

小
回
富
士
雄
「
九
州
」
〈
日
木
の
考
古
学
野
・
古
墳
時
代
・
上
）
一
九



ム
パ
ム
ハ

古
賀
寿
「
筑
後
八
女
市
岩
戸
山
・
十
日
出
恨
の
祭
犯
用
七
器
」

学
じ
・
八
）
一
九
五
九

ω松
尾
禎
作
・
七
川
忠
志
一
北
茂
安
村
大
塚
古
川
引
」
（
佐
賀
県
史
蹟
名

勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
八
相
）
一
九
四
九

倒伏同旅内一
v
一
「
九
州
北
仰
山
に
於
け
ろ
古
川
川
の
一
二
三
（
考
古
学
雑
十
二

巻
四
号
〉
一
九
一
一
一

帥
松
尾
被
作
「
日
達
原
古
墳
群
調
査
報
告
」
（
佐
賀
県
史
蹟
名
勝
天
然

紀
念
物
調
査
報
告
第
九
樹
）
一
九
五

O

側
賀
川
光
夫
・
小
田
富
士
雄
「
大
分
県
日
国
市
法
恩
寺
古
墳
群
」
一
九

五
九

側
末
、
氷
雅
雄
「
横
穴
式
石
川
主
」
（
東
西
学
術
研
究
所
持
叢
三
十
一
一
一
）
一

九
六

O

帥
小
田
富
士
雄
「
九
州
」
（
日
本
の
考
古
学
N
・
古
墳
時
代
・
上
）
一

九
六
六

帥
野
守
健
・
神
田
惣
蔵
「
公
州
宋
山
里
古
墳
調
査
報

K
E
朝
鮮
総
督
府

昭
和
二
年
度
古
蹟
調
査
報
告
第
一
一
間
）
一
九
三
五

側
樋
口
降
康
「
九
州
市
境
墓
の
性
格
」
（
史
林
三
八
巻
コ
一
号
）
一
九
五

五
刷
白
石
太
一
郎
「
日
木
に
お
け
る
横
穴
式
石
室
の
系
諸
」
〈
先
史
学
研

究
5
）
一
九
六
五

帥
原
口
長
之
「
熊
本
県
山
魔
市
大
字
石
・
白
塚
古
墳
調
査
報
告
」
（
プ

リ
ン
ト
）
一
九
五
六

倒
樫
本
亀
次
郎
・
野
守
健
「
、
氷
和
九
年
銘
和
一
銘
均
出
土
台
境
調
査
機

（
九
州
考
古

横
穴
式
石
室
古
墳
に
お
け
る
複
室
構
造
の
形
成
（
小
田
）

北
口
」
（
昭
和
七
年
度
古
蹟
調
査
線
告
書
第
一
冊
）
一
九
一
一
一
一
一
一

倒
権
本
社
人
「
横
穴
式
石
室
の
年
代
に
つ
い
て
｜
楽
浪
末
期
の
古
墳
に
閲

巡
し
て
」
（
古
代
学
研
究
5
号
）
一
九
五
一

ω岡
崎
敬
「
安
居
第
三
号
的
（
冬
寿
墓
）
の
研
究
ー
そ
の
壁
内
と
来
日
仙

銘
を
中
心
と
し
て
1
」
（
史
細
川
第
九
十
三
輯
〉
一
九
六
四

開
問
晃
「
川
化
人
」
一
九
五
六

ω今
西
龍
「
百
済
史
研
究
」
一
九
三
四
、
末
松
保
和
「
任
那
興
亡
史
」

一
九
六
五

井
上
秀
雄
「
古
朝
鮮
・
震
国
・
任
原
・
三
国
」
（
朝
鮮
史
研
究
会
編

「
朝
鮮
史
入
門
」
）
一
九
六
六

帥
池
内
宏
・
梅
原
末
治
「
通
溝
」
上
・
下
一
九
三
八
1
四
O

梅
原
末
治
「
朝
鮮
古
代
の
慕
制
」
一
九
五
七

梅
原
末
治
・
藤
悶
亮
策
「
朝
鮮
古
文
化
綜
鑑
」
第
二
、
三
巻

四
八
、
一
九
主
九

九
じ

九




